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               審   査   の   要   旨 
 
プラスチックは一部天然物由来のものを除いて、ほとんどがゼノバイオティックスであり、その分解
酵素は本来的には他のターゲットを有すると考えられている。ポリエステル型のプラスチック分解酵素
としてはリパーゼやエステラーゼ、クチナーゼ等のグループが存在している。中でも耐熱性のクチナー
ゼグループの酵素には、これまで分解の報告がほとんど無いPET（ポリエチレンテレフタレート）分解能
を持つものが報告されており、注目を集めている。本研究で同定された酵素はいずれも中温性であるが、
報告されている高温性のクチナーゼ（PET分解能を有する）と高い相同性を持っており、両者の比較デー
タと今回作成された破壊株を宿主とすることで耐熱化等のタンパク工学的改変を行うための環境が整っ
た。またその遺伝子構造についても特異であり、2つの酵素は互いに極めて相同性は高いものの、異なる
2種の遺伝子から翻訳されており、また間に存在するシャペロン様のタンパクの役割についても興味が持
たれる。これらの成果は今後の生分解性プラスチック開発やその分解処理、リサイクルの分野において
貴重な情報を提供する成果として評価できる。さらに、一般的にプラスチック分解酵素は異種生物での
発現が困難であり、発現に成功した例も限られている。本研究でも困難な中で果敢に挑戦しており、そ
の姿勢も合わせて高く評価できる。 
令和元年7月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
